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「国立民族学博物館友の会」は「みんぱく（国立民族学博物館）」の活動を
支援し、博物館を楽しく、積極的に活用するためにつくられました。
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友
の
会
講
演
会 

実
施
報
告

本紙掲載の情報は、2022年2月22日時点で決定している内容です。新型コロナウイルス感染症の影響等により急遽予定を変更する可能性があります。

公益財団法人 千里文化財団

   友の会はいつでも、どなたでもご入会いただけます。  

実行委員長インタビュー 島村 一平 先生

新たなモンゴルの姿に
出逢ってほしい。

日本・モンゴル外交関係樹立50周年記念特別展「邂逅する写真たち̶モンゴルの100年前と今」

 
　

焼畑は人類の歴史とともに長い伝統を持ち、現在でも熱帯地域では欠かせ
ない生業基盤のひとつになっています 。東南アジアなどでは森林破壊の原
因のひとつとして見られ負のイメージが強い一方、今日の日本では自然に優し
い持続型農法として注目されています 。
本展では、佐々木高明が熊本県五木村で撮影した焼畑の写真や現地で使
用されてきた道具のほか、各地域の焼畑の特徴を紹介します。五木村を中心
に、世界各地の焼畑をとおして、人と自然との共生のあり方について考えます。

会期　

会場　

友の会機関誌『季刊民族学』177
号でも関連特集を組んでいます。
5月7日（土）の友の会講演会は本
企画展関連の話題です。

焼畑̶佐々木高明の見た五木村、そして世界へ

‒

展
示
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

お
よ
そ
一
〇
〇
年
前
、
欧
米
の
探
検
家
や

宣
教
師
た
ち
は
中
央
ア
ジ
ア
を
目
指
し
、
モ

ン
ゴ
ル
に
到
達
し
ま
し
た
。
彼
ら
は
当
時

の
様
子
を
多
く
の
写
真
に
の
こ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
特
別
展
で
は
、
一
〇
〇
年
前
と
現
代
の

モ
ン
ゴ
ル
の
姿
を
写
真
を
と
お
し
て
紹
介
し

ま
す
。
現
代
の
写
真
は
、
モ
ン
ゴ
ル
人
の
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
写
真
家
B
・イ
ン
ジ
ナ
ー

シ
氏
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

展
示
場
は
過
去
と
現
代
の
写
真
を
対た
い

峙じ

さ
せ
る
よ
う
な
構
成
に
し
て
い
ま
す
。
一
階
で

は
一
〇
〇
年
前
と
現
代
の
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
の

日
常
を
、
二
階
で
は
モ
ン
ゴ
ル
高
原
で
撮
影

さ
れ
た
探
検
家
ら
の
写
真
と
と
も
に
、
現
代

の
草
原
世
界
の
様
子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

モ
ン
ゴ
ル
国
の
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
は

一
〇
〇
年
前
、
ボ
グ
ド
・
ハ
ー
ン
（
活
仏
ジ
ェ

ブ
ツ
ン
ダ
ン
バ
・
ホ
ト
ク
ト
八
世
）
が
治
め
る

宗
教
都
市
に
し
て
政
治
、
外
商
の
拠
点
で
も

あ
り
ま
し
た
。
モ
ン
ゴ
ル
の
人
び
と
に
「
フ

レ
ー
（
寺
院
・
囲
い
）」
も
し
く
は
「
ウ
ル

グ
ー
（
宮
殿
）」
と
呼
び
習
わ
さ
れ
た
こ
の

都
市
を
、
欧
米
か
ら
の
来
訪
者
た
ち
は
「
ウ

ル
ガ
」
と
呼
び
ま
し
た
。
ウ
ル
ガ
の
中
心
部

に
は
、
黄
金
の
高
殿
を
頂
く
ゲ
ル
型
の
寺
院

宮
殿
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
宮
殿
を
囲
む
か

の
よ
う
に
僧
坊
や
市
場
が
建
ち
並
び
、
郊
外

に
は
漢
人
の
商
業
区
、
買マ
イ

売マ
イ

城チ
ェ
ンも

あ
り
ま
し

た
。
特
別
展
で
は
一
〇
〇
年
前
の
モ
ン
ゴ
ル
に

来
訪
し
た
ロ
シ
ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ア
メ

リ
カ
、
日
本
の
探
検
家
た
ち
の
写
真
を
展
示

し
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル
ベ
ー
ル
・
カ
ー
ン

美
術
館
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
当
時
の

宮
殿
の
貴
重
な
カ
ラ
ー
写
真
も
展
示
し
ま
す
。

一
方
、
現
代
の
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
は
、

高
層
ビ
ル
が
林
立
し
、
国
民
の
約
半
数
に

当
た
る
一
六
〇
万
人
が
居
住
す
る
大
都
市
へ

企 画 展

本
講
演
で
は
、
家
を
廻ま
わ

る
芸
能
の
多

種
多
様
な
姿
を
紹
介
し
、
そ
の
存
在
意

義
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
講
演
者
は
韓

国
の
「
農
楽
」
の
演
者
に
混
ざ
り
、
旧

正
月
の
祭
り
で
家
々
を
廻
っ
て
太
鼓
を

叩
き
、
村
人
の
福
を
願
う
行
事
に
参
加

し
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
も
と
に
、
韓

国
と
日
本
で
、
家
廻
り
の
芸
能
に
注
目

し
、
調
査
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
日
本

の
場
合
、
正
月
だ
け
で
な
く
、
盆
の
死

者
供
養
の
た
め
の
家
廻
り
や
、
地
域
祭

礼
の
際
の
獅し

子し

舞ま
い
や
山だ

車し

組
な
ど
に
よ

る
家
廻
り
を
、
現
在
も
各
地
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、韓
国
の
映
画「
王

の
男
」
で
も
有
名
に
な
っ
た
「
男ナ
ム
サ
ダ
ン

寺
堂
」

な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
日
本
に
も
瞽ご

女ぜ

や
萬ま
ん

歳ざ
い

な
ど
、
家
々
で
の
「
門か
ど

付づ

け
」

を
生
業
と
す
る
芸
能
者
が
多
様
に
存
在

し
ま
し
た
が
、
そ
の
多
く
は
戦
後
に
姿

を
消
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
な
か
、
伊い

勢せ

大だ
い
か
ぐ
ら

神
楽
は
現
在
も
、
年
間
を
通
じ
て
決

ま
っ
た
地
域
を
訪
れ
、
厄や
く

祓ば
ら

い
の
獅
子

舞
と
曲
芸
を
演
じ
て
家
々
の
清
め
祓
い

を
お
こ
な
い
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
は
、
こ
う
し
た
地
域
外
部
か

ら
の
専
業
者
に
よ
る
門
付
け
と
、
地
域

の
人
び
と
に
よ
る
家
廻
り
を
明
確
に
区

分
し
て
記
述
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

地
域
の
人
び
と
が
大
神
楽
か
ら
笛
や
舞

を
習
っ
た
り
、
仕
事
の
手
伝
い
を
す
る

な
ど
、
両
者
間
に
は
強
い
つ
な
が
り
を

見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
大
神
楽

の
廃
業
後
に
、
地
域
の
青
年
団
が
獅
子

舞
で
家
廻
り
を
お
こ
な
う
よ
う
に
な
っ

た
地
域
も
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
本
講
演
で
は
、
家
を
廻
る
行
事
に

つ
い
て
、
生
業
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
の
区
別
を
越
え
て
、
包
括
的
・
体
系

的
に
と
ら
え
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

点
に
つ
い
て
主
張
し
ま
し
た
。

■
第
5
2
0
回
■
2
0
2
2
年
1
月
8
日（
土
）

　

家
を
廻
る
芸
能
の
い
ま

―
伊
勢
大
神
楽
の
活
動
を
中
心
に

　神
野 

知
恵
（
人
文
知
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
、
民
博
特
任
助
教
）

伊勢大神楽山本源太夫社中の回檀の様子
（滋賀県、2021年2月）

こ
れ
ま
で
イ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
一
枚
布

を
巧
み
に
変
形
さ
せ
て
、
多
様
に
ま
と
う

着
衣
文
化
が
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
布

は
、
衣
装
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
人
生

儀
礼
に
お
け
る
贈
与
や
、
神
が
み
へ
の
奉

納
、
社
会
運
動
で
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
っ
た
多

様
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
本
講
演
は

企
画
展
関
連
と
し
て
、
企
画
展
の
概
要
と

展
示
資
料
で
も
あ
る
女
神
儀
礼
用
染
色
布

に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

女
神
儀
礼
用
染
色
布
は
、
イ
ン
ド
西
部

グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
で
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
女
神

を
崇
拝
す
る
一
部
の
下
層
カ
ー
ス
ト
の
人
び

と
の
間
で
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
多

く
は
か
つ
て
不
可
触
民
と
み
な
さ
れ
、
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
寺
院
に
立
ち
入
る
こ
と
が
許
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
は

居
住
区
域
に
自
ら
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
女
神
の
祠

を
建
て
、
女
神
儀
礼
を
執
行
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
際
、
女
神
儀
礼
用
染
色
布
は
数

枚
を
組
み
合
わ
せ
て
間
仕
切
り
布
や
天
蓋

と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
儀
礼
に

お
い
て
神
と
人
を
つ
な
ぐ
場
所
と
し
て
聖

な
る
空
間
を
つ
く
り
だ
す
役
割
を
担
っ
て

い
る
の
で
す
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
は
イ
コ
ン
画

と
し
て
の
機
能
も
持
ち
、
人
び
と
は
女
神

の
力
に
あ
や
か
ろ
う
と
、
染
色
布
の
図
像

を
入
念
に
見
比
べ
て
選
び
抜
い
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
布
は
時
と
場
所
、
使
途
に

応
じ
て
、
あ
る
い
は
宗
教
的
規
範
や
社
会

的
慣
習
に
よ
っ
て
、
用
い
ら
れ
る
か
た
ち

や
色
、
文
様
が
異
な
り
、
そ
の
扱
わ
れ
方

も
場
面
ご
と
に
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
人
び
と
は
場
面
に
応
じ
て
多
種
多
様

な
布
の
な
か
か
ら
目
的
や
機
能
に
適
し
た

も
の
を
選
び
、
使
い
分
け
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
よ
う
な
人
び
と
と
布
の
多
様
な
関
係

性
は
、
多
宗
教
、
カ
ー
ス
ト
制
度
、
数
百

を
超
え
る
言
語
と
い
っ
た
イ
ン
ド
社
会
の

特
質
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

鶏の上に乗ったヒンドゥー女神の染色をおこなう職人の娘
（インド、グジャラート州、アフマダーバード、2010年）

■
第
5
1
9
回
■
2
0
2
1
年
12
月
４
日（
土
）

【
企
画
展「
躍
動
す
る
イ
ン
ド
世
界
の
布
」関
連
】

着
る
だ
け
で
は
な
い
布

―
役
割
や
機
能
に
注
目
し
て

　上
羽 

陽
子（
民
博
准
教
授
）
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と
姿
を
変
え
ま
し
た
。
か
つ
て
活
仏
の
寺
院

宮
殿
が
あ
っ
た
場
所
に
は
政
府
宮
殿
が
建
ち
、

チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
像
が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

都
心
の
周
縁
部
に
は
、
首
都
に
流
入
し
て
き

た
遊
牧
民
が
居
住
す
る
通
称
「
ゲ
ル
地
区
」

が
無
秩
序
に
広
が
り
、拡
大
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
ま
す
。

草
原
世
界
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
定
住

化
が
進
み
、
主
要
と
な
る
産
業
も
牧
畜
（
遊

牧
）
か
ら
鉱
業
へ
と
変
化
し
ま
し
た
。
草
原

が
観
光
資
源
で
あ
る
一
方
で
、
鉱
山
開
発
に

起
因
す
る
大
気
汚
染
は
深
刻
な
社
会
問
題

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
現
代
の
モ

ン
ゴ
ル
の
実
像
を
、
B
・イ
ン
ジ
ナ
ー
シ
氏
の

写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

‒

B
・
イ
ン
ジ
ナ
ー
シ
氏
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

彼
は
一
九
八
九
年
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ
グ
ナ
ム

財
団
の
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
を
獲
得
後
、
国
際

的
な
注
目
を
浴
び
、『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
』
や
『
ポ
ス
ト
』
な
ど
の
メ
デ
ィ

ア
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　彼
は
、
現
在
の
モ
ン
ゴ
ル
が
直
面
す
る
社

会
問
題
を
写
真
で
語
り
、
階
層
化

が
進
む
社
会
の
矛
盾
を
伝
え
る
声

に
な
り
た
い
と
話
し
ま
す
。
彼
が

と
ら
え
る
モ
ン
ゴ
ル
は
、
草
原
の

遊
牧
民
な
ど
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ

な
モ
ン
ゴ
ル
像
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

モ
ン
ゴ
ル
の
今
を
伝
え
る
の
に
適

任
だ
と
考
え
、
協
力
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

特
別
展
は
一
〇
〇
年
の
時
空
を

超
え
た
邂か
い

逅こ
う

、つ
ま
り
「
出
逢
い
」

を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。
展
示

場
で
は
三
つ
の
出
逢
い
を
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
ひ

と
つ
は
「
過
去
と
現
在
と
の
出
逢

い
」。
二
〇
世
紀
の
一
〇
〇
年
を
見
つ
め
る

こ
と
で
モ
ン
ゴ
ル
の
近
代
化
と
都
市
化
の
実

態
が
可
視
化
さ
れ
ま
す
。
ふ
た
つ
目
は
「
都

市
世
界
と
の
出
逢
い
」。
一
般
的
に
モ
ン
ゴ
ル

と
い
う
と
、
遊
牧
民
や
大
草
原
、
モ
ン
ゴ
ル

相ず
も
う撲

と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
現
在
、
遊
牧
民
は
全
国
民
の
九

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
国

際
都
市
と
し
て
機
能
し
続
け
て
き
た
ウ
ル
ガ

と
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
の
姿
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
三
つ
目
は
「
他
者
と
自
己
の

ま
な
ざ
し
と
の
出
逢
い
」
で
す
。
一
〇
〇
年

前
と
現
代
で
は
撮
影
者
の
視
点
は
大
き
く

異
な
り
ま
す
。
前
者
は
来
訪
者
で
あ
る
探
検

家
、
後
者
は
モ
ン
ゴ
ル
人
自
身
の
ま
な
ざ
し

が
写
真
に
現
れ
ま
す
。
過
去
と
現
在
を
比

較
す
る
こ
と
で
自
己
表
象
と
他
者
表
象
と

の
違
い
も
浮
き
彫
り
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
特
別
展
を
と
お
し
て
、
従
来
の
イ

メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
新
た
な
モ
ン
ゴ
ル
の
姿

に
出
逢
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

（
聞
き
手
・
事
務
局
）

3月・4月のイベントスケジュール

●友の会講演会【要予約】
　3/5（土）諸昭喜（＊）
　4/2（土） 山極壽一、小長谷有紀（＊）
●みんぱくゼミナール【要予約】
　3/19（土）米谷泰作、佐藤廉也、池谷和信
　4/16（土）寺村裕史（＊）
●みんぱくウィークエンド・サロン
　3/13（日）吉岡乾、3/27（日）池谷和信、
　4/3（日）野林厚志、4/10（日）島村一平、
　4/17（日）南真木人、4/24（日）森明子
●みんぱく研究公演 【要予約】
　3/20（日）「絆̶人をつなぐ太鼓」（＊）
●みんぱく映画会【要予約】 
　3/21（月・祝）ヒップホップから見た現代モンゴル社
会̶映画『モンゴリアン・ブリング』から考える（＊）

　3/26（土）Ainu｜ひと（＊）
　4/30（土）焼畑から見た日本の文化
●その他の催し
　3/6（日）国際シンポジウム「学際研究とフォーラ
ム型情報ミュージアム」（★）【要予約】

【館外での開催】
■巡回展
4/29（金・祝）～6/26（日） 
巡回展「驚異と怪異̶世界の幻獣と霊獣たち」
会場：高知県立歴史民俗資料館
●催し
3/25（金）公開講演会「イメージの脈動にふれる」
会場：オーバルホール（大阪市）（＊）【要予約】

◆都合によりスケジュールを変更する場合があります。 
◆ 予約の必要な催し、すでに満席になっている催しがござ
います。また、会場とオンライン配信の併用（＊印）、も
しくはオンライン配信のみ（★印）で実施する催しもご
ざいます。
◆イベントの参加には必ず会員証をご持参ください。

■特別展
3/17（木）～5/31（火）
日本・モンゴル外交関係樹立50周年記念特別展
「邂逅する写真たち̶モンゴルの100年前と今」
■企画展
3/10（木）～6/7（火）
「焼畑̶佐々木高明の見た五木村、そして世界へ」

友の会講演会のご案内
事前申込先着順です。友の会ホームページ内の受付フォームをご利用ください。

会場とオンライン配信より、参加方法をお選びいただけます。
4月は特別展関連の講演会です。 
会場ならびに参加対象が異なります。
5月はオンライン配信がございません。

■4月
会場：みんぱくインテリジェントホール（講堂）（定員160名）
参加対象： 維持会員、正会員、家族会員、ミュージアム会員、キャンパスメンバーズ、

みんぱくフリーパス   
※会員以外の方も、会場での聴講はご参加いただけます（500円）。
■3月、5月　
会場：第5セミナー室（定員40名）
参加対象： 維持会員、正会員、家族会員、ミュージアム会員、キャンパスメンバーズ、
※メイン会場が満席の場合は、中継会場（第3セミナー室／定員17名）にご案内いたします。 
※会員以外の方も、会場での聴講はご参加いただけます（500円）。

https://www.senri-f.or.jp/522tomo/受付フォーム

第522回

講　師： 諸 昭喜（民博助教）
日　時： 3月5日（土）13：30～15:00（開場13:00）
参加方法：  ①第5セミナー室での参加 　　　　　　　　　　

②オンライン（ライブ配信）での参加

病の語りにさぐる
―産後風と韓国女性の生活

https://www.senri-f.or.jp/523tomo/受付フォーム

持続可能でよりよい世界を目指す国際指標 SDGs。17の目標の達成には環境問題
の解決が大きく影響します。自然・人文・社会科学の総合的な視点で環境問題をと
らえる総合地球環境学研究所（地球研）が設立されて約 20 年。地球規模の環境
問題は解決に向かっているのでしょうか。地球研の取り組みについてうかがいながら、
モンゴルを例に考えてみましょう。

講　師：   山極 壽一（総合地球環境学研究所所長）　　　　　　　　　　　　　
小長谷 有紀 （民博客員教授、日本学術振興会監事）

日　時： 4月2日（土）13：30～15:00（開場13:00） 
参加方法：  ①みんぱくインテリジェントホール（講堂）での参加              　

②オンライン（ライブ配信）での参加

モンゴルとSDGs
【特別展「邂逅する写真たち̶モンゴルの100年前と今」関連】

特別展関連の友の会講演会はみんぱくフリーパスをお持ちの方も無料です！第523回

https://www.senri-f.or.jp/524tomo/受付フォーム

国立民族学博物館第 2 代館長を務めた佐々木高明は、焼畑研究の第一人者、照
葉樹林文化論の提唱者のひとりとして知られています。生前の佐々木とゆかりの深い
話者 3名による対談をとおして、研究者という側面にとどまらない佐々木高明の素顔
に迫ります。

講　師：   ヨーゼフ・クライナー（ボン大学名誉教授）、宇野 文男（元福井大学教授）、
池谷 和信（民博教授）

日　時： 5月7日（土）13：30～15:00（開場13:00） 
参加方法：  第5セミナー室での参加 　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※5月はオンライン配信がございません。

第524回
【企画展「焼畑̶佐々木高明の見た五木村、そして世界へ」関連】

佐々木高明を語る
―研究とその人物像

国立民族学博物館ミュージアム・ショップ（水曜日定休）
e-mail shop@senri-f.or.jp
オンラインショップ「World Wide Bazaar」
https://www.senri-f.or.jp/shop/

お問い
合わせ

会員価格 2,404円（税込）
定価 2,530円（税込）

サイズ：縦225mm×横200mm
本文200ページ

特別展の展示資料より選り
すぐりの約230点を写真集
風にまとめました。表紙カ
バーは2種類。お好みのデ
ザインをお選びください。
島村一平 編
国立民族学博物館 発行

日本・モンゴル外交関係樹立50周年記念特別展

邂逅する写真たち̶モンゴルの100年前と今

図 録

小長谷 有紀山極 壽一

第523回友の会講演会

特別展関連 友の会講演会
地球規模の環境問題をモンゴルを例に考えます

 講師　山極 壽一（総合地球環境学研究所所長）　　　　　
　　　小長谷 有紀 （民博客員教授、日本学術振興会監事）
日時　4月2日（土）13：30～15:00（開場13:00） 
会場　みんぱくインテリジェントホール（講堂）             

・要事前申込、先着順（一般受付は3/1～）。
・参加方法は会場／オンラインよりお選びください。
・ 友の会会員 無料（会場もしくはオンライン参加）　 
一般 500円（会場参加のみ）

催しの詳細は5ページをご覧ください。

草原の若者たち　1909年／S. パルシ撮影／フィンランド文化遺産庁
民俗学画像コレクション  © The Finnish Heritage Agency

上：一生懸命に勉強する子どもたち　2017年
下：シャングリラ・モールにて　2021年
いずれもB. インジナーシ撮影 © Injinaash, Bor

第521回みんぱくゼミナール（5月21日開催）には　　
インジナーシ氏も登壇予定です！
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）
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場：日
本
点
字
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書
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わ
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大
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わ
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わ
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察
の
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め
ざ
し
て

　山
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京
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学
大
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院
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教
授
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広
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浩
二
郎（
民
博
准
教
授
）

本
講
演
会
は
二
〇
二
一
年
秋
に
み
ん
ぱ
く
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開
催
さ
れ
た
特
別
展
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
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ー

ジ
ア
ム
」
の
会
期
終
了
後
に
実
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し
ま
し
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。

展
示
会
場
で
体
得
し
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触
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い
う
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為
を
ど
の
よ
う
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し
て
博
物
館
外
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活
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取
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入
れ
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こ
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の
か
、
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探
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「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
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ま
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歩
き
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に
つ
い
て
お
話
し
を
う
か
が
い
ま
し
た
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人
と
自
然
の
空
間
的
な
関
係
、
旅
行
者
の

行
動
や
心
理
に
つ
い
て
研
究
を
続
け
て
こ
ら
れ

た
山
本
先
生
は
、
視
覚
障
害
者
と
と
も
に
野

外
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る
研
究
活
動

を
と
お
し
て
広
瀬
先
生
と
出
会
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
広
瀬
先
生
が
中
心
メ
ン
バ
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を
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め

る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
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ミ
ュ
ー
ジ
ア
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研
究
会
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ま
ち
歩
き
に
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行
し
、
参
加
者
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関
心
や
触

察
の
傾
向
の
デ
ー
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試
み
ま
す
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障
害
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無
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限
ら
ず
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誰
も
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楽
し
む
こ
と
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き
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光
の
あ
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科
学
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ふ
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と
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賀
県
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し
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参
加
者
の
意
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し
た
。
視
覚
障
害
者
の
感
想
に
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目
す
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と
、
周
囲
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音
や
外
壁
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感
触
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合
や
削
り
節
の
匂
い
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せ
る
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ど
、
五
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駆
使
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ま
ち
歩
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傾
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そ
う
で
す
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ひ
と
り
で
歩
く
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ほ
し
い
」
と
い
う
感
想
も
あ
り
、
リ
ス
ク
回
避

を
第
一
に
考
え
て
い
た
山
本
先
生
は
、
外
界
を

知
り
た
い
と
い
う
欲
求
に
応
え
る
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と
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必
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性
も
再
認
識
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た
と
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。

こ
う
し
た
視
覚
障
害
者
の
声
や
行
動
は
、

晴
眼
者
に
と
っ
て
も
気
づ
き
や
課
題
の
見
直
し

に
な
る
も
の
だ
と
山
本
先
生
は
語
り
ま
す
。
特

別
展
を
振
り
返
り
、
触
察
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

模
索
を
続
け
て
い
た
広
瀬
先
生
は
、
こ
う
し
た

デ
ー
タ
の
蓄
積
こ
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が
、
さ
わ
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方
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論
を
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築
す
る
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で
大
切
な
の
で
は
な
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か

と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。（
文
・
事
務
局
）

空堀地区のまち歩き。視覚障害者と晴眼者が一緒になって
楽しんだ（撮影：山本清龍、大阪府、2014年）

国立民族学博物館友の会
2022年度上半期の予定

季刊民族学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
180号（4月30日発行）
嗜好品̶つくる・映える・やみつきになる（仮）
181号（7月31日発行）
沖縄と出会う（仮）

友の会講演会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
4/2（土）
［特別展関連］ モンゴルとSDGs
山極壽一（総合地球環境学研究所所長）
小長谷有紀（民博客員教授、日本学術振興会監事）
5/7（土）
［企画展関連］ 佐々木高明を語る̶研究とその人物像
ヨーゼフ・クライナー（ボン大学名誉教授）
宇野文男（元福井大学教授）、池谷和信（民博教授）
6/4（土）
調整中
7/2（土）
アボリジニの「酒狩り」（仮）　平野智佳子
8/6（土）
みんぱくの資料から日系移民の足跡をさぐる（仮）
丹羽典生
9/3（土）
［特別展関連］ 言語について（仮）　吉岡乾
東京講演会、体験セミナー、民族学研修の旅は、新型コロナウイルス感染症の
状況を踏まえながら計画をいたします。決まり次第ご案内いたします。

驚異と怪異
̶世界の幻獣と霊獣たち
会　期：2022年 4月29日（金・祝）～6月26日（日）
会　場：高知県立歴史民俗資料館

2019 年秋にみんぱくで開催した
特別展「驚異と怪異」の一部
資料が高知県にまいります。
みんぱくで展示された資料のほ
か、本展独自の資料も加わります。
常識や慣習から逸脱した「異」
なるものをめぐる人間の心の働き、
豊かな想像力にいま一度ふれて
みませんか。会期中にはみんぱく
の山中由里子先生のレクチャー
も予定しています。

高知県立歴史民俗資料館 特別展

巡 回 展 の ご 案 内

高知県立歴史民俗資料館
https://www.kochi-bunkazaidan.
or.jp/~rekimin/

新型コロナウイルス感染症の影響等により予定を変更する場合があります。
ご来場の際は、あらかじめ資料館WEBサイトをご確認ください。

観覧料   
大人800円、高校生以下無料（各種割引あり） 
みんぱく友の会会員は会員証の提示で割引
料金になります。

開館時間  
9時～17時（会期中無休）
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第521回
【特別展「邂逅する写真たち̶モンゴルの100年前と今」関連】 

ドキュメンタリー写真家 
B. インジナーシが見た現代モンゴル
講師　 B. インジナーシ（写真家）、港 千尋（写真家、多摩美術大学教授）、
　　　川瀬 慈（民博准教授）
司会　島村 一平（民博准教授）
日時　5月21日（土）13：30～15：00（開場13：00）
参加方法　 ①みんぱくインテリジェントホール（講堂）（定員160名）　　　

②オンライン（ライブ配信）での参加（定員300名）
申込期間
■ 友の会電話先行受付（定員30名）　　
対象：維持会員、正会員、家族会員
　期間：4月11日（月）～15日（金）
　※先行予約は会場参加が対象です。

■一般受付
　・オンライン予約 
　期間：4月18日（月）～5月18日（水）
　・当日参加受付 （会場のみ、定員30名）

第520回 

古代オアシス都市における 
人びとの暮らしと宗教 
  ̶ カフィル・カラ遺跡の発掘調査から
講師　  寺村 裕史（民博准教授）
日時　4月16日（土）13:30～15:00（開場13:00）
参加方法　 ①みんぱくインテリジェントホール（講堂）（定員160名） 

②オンライン（ライブ配信）（定員300名）

申込期間
■ 友の会電話先行受付（定員30名）　　
対象：維持会員、正会員、家族会員
　期間：3月14日（月）～ 18日（金）
　※先行予約は会場参加が対象です。

■一般受付
　・オンライン予約 
　期間：3月22日（火）～4月13日（水）
　・当日参加受付 （会場のみ、定員30名）

　みんぱくゼミナール
第519回 
【企画展「焼畑̶佐々木高明の見た五木村、そして世界へ」関連】

焼畑は環境破壊か
̶佐々木高明の研究とその後
講師　米家 泰作（京都大学教授）、佐藤 簾也（大阪大学教授）、　　　　　　
　　　 池谷 和信（民博教授）
日時　3月19日（土）13：30～15：00（開場13：00）
参加方法　 ①みんぱくインテリジェントホール（講堂）（定員160名）　　　 

※オンライン配信はございません。

申込期間
■ 友の会電話先行受付（定員30名）　　
対象：維持会員、正会員、家族会員
　※受付期間は終了しました。

■一般受付
　・オンライン予約 
　期間：3月16日（水）まで
　・当日参加受付 （会場のみ、定員30名）

申込期間
■ 友の会電話先行受付（定員30名）　　 
対象：維持会員、正会員、家族会員
　期間：3月28日（月）～4月1日（金）

■一般受付
　オンライン・電話・メール予約
　期間：4月4日（月）～4月28日（木）

【特別展「邂逅する写真たち̶モンゴルの100年前と今」関連】

大地の静脈
解説　 小長谷 有紀（民博客員教授、日本学術振興会監事）
司会　島村 一平（民博准教授）
日時　5月5日（木・祝）13：30～16：00（開場13：00）
参加方法　 ①みんぱくインテリジェントホール（講堂）（定員160名）　　　     

※オンライン配信はございません。

　みんぱく映画会

申込期間
■ 友の会電話先行受付（定員30名）　　 
対象：維持会員、正会員、家族会員
　期間：3月18日（金）～25（金）

■一般受付
　オンライン・電話・メール予約
　期間：3月28日（月）～4月22日（金）

【企画展「焼畑̶佐々木高明の見た五木村、そして世界へ」関連】

焼畑から見た日本の文化 
上映作品「椿山̶焼畑に生きる」
話者　  野本 寛一（近畿大学名誉教授）、　　　　　　　　　　　　　　　

川野 和昭（元鹿児島県歴史・美術センター黎明館学芸課長）　　　　
池谷 和信（民博教授）

日時　4月30日（土）13：00～16:00（開場12：30）
参加方法　 ①みんぱくインテリジェントホール（講堂）（定員160名）　　　     

※オンライン配信はございません。

　みんぱく研究公演

申込期間
■ 友の会電話先行受付（定員30名）　　 
対象：維持会員、正会員、家族会員
　期間：4月26日（火）～5月6日（金）

■一般受付
　オンライン・電話・メール予約
　期間：5月9日（月）～6月3日（金）

伝承する人びと 
  ̶ 北インド古典音楽の世界

演奏　 サーランギー演奏：ナカガワ ユウジ、伴奏 グレン・ニービス　　　　 
シタール演奏：アミット・ロイ、伴奏 クル・ブーシャン・バルガヴァ　

解説　岡田 恵美（民博准教授）　　　　
日時　6月11日（土）13：30～15：50（開場13：00）
参加方法　   ①みんぱくインテリジェントホール（講堂）　　　　　　        

②オンライン（ライブ配信）での参加（定員300名）    　　       

みんぱくゼミナール、研究公演　会員先行予約のご案内
みんぱくゼミナール、みんぱく映画会、みんぱく研究公演には、維持会員、正会員、家族会員のみなさまを対象に 
先行予約がございます。
会員先行予約は該当期間中に事務局までご連絡ください。会員先行予約が定員に達した場合は、一般受付をご利用ください。
催しの詳細、オンライン予約については、みんぱくホームページ内の各催しのご案内をご確認ください。

館内催しの詳細はこちら！　https://www.minpaku.ac.jp/event/

申込方法

いずれも要事前申込・先着順。参加無料。ただしみんぱく映画会とみんぱく研究公演は、会場参加の場合、要会員証または展示観覧券。
ゼミナール・映画会に会場参加でご予約の方には入場整理券を当日11時から本館2階みんぱくインテリジェントホール（講堂）前にて配布します。

◆一般受付
　申込先着順／本人を含む2名まで
　みんぱくホームページ内のイベント予約サイトよりお申し込みください。
　オンライン以外の受付方法については、みんぱくホームページならびにフライヤー 
   をご確認ください。　　

◆友の会電話先行受付
　会場参加のみ／申込先着順／本人を含む2名まで
　【申込先】 千里文化財団友の会事務局　
   電話 06-6877-8893 （9時～17時、土日祝を除く）

「友の会ニュース」271号におきまして、第519回みんぱくゼミナールは会場とオンライン
聴講併用の旨お伝えしておりましたが、会場聴講のみの運営に変更となりました。
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と
姿
を
変
え
ま
し
た
。
か
つ
て
活
仏
の
寺
院

宮
殿
が
あ
っ
た
場
所
に
は
政
府
宮
殿
が
建
ち
、

チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
像
が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

都
心
の
周
縁
部
に
は
、
首
都
に
流
入
し
て
き

た
遊
牧
民
が
居
住
す
る
通
称
「
ゲ
ル
地
区
」

が
無
秩
序
に
広
が
り
、拡
大
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
ま
す
。

草
原
世
界
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
定
住

化
が
進
み
、
主
要
と
な
る
産
業
も
牧
畜
（
遊

牧
）
か
ら
鉱
業
へ
と
変
化
し
ま
し
た
。
草
原

が
観
光
資
源
で
あ
る
一
方
で
、
鉱
山
開
発
に

起
因
す
る
大
気
汚
染
は
深
刻
な
社
会
問
題

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
現
代
の
モ

ン
ゴ
ル
の
実
像
を
、
B
・イ
ン
ジ
ナ
ー
シ
氏
の

写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

‒

B
・
イ
ン
ジ
ナ
ー
シ
氏
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

彼
は
一
九
八
九
年
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ
グ
ナ
ム

財
団
の
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
を
獲
得
後
、
国
際

的
な
注
目
を
浴
び
、『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
』
や
『
ポ
ス
ト
』
な
ど
の
メ
デ
ィ

ア
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　彼
は
、
現
在
の
モ
ン
ゴ
ル
が
直
面
す
る
社

会
問
題
を
写
真
で
語
り
、
階
層
化

が
進
む
社
会
の
矛
盾
を
伝
え
る
声

に
な
り
た
い
と
話
し
ま
す
。
彼
が

と
ら
え
る
モ
ン
ゴ
ル
は
、
草
原
の

遊
牧
民
な
ど
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ

な
モ
ン
ゴ
ル
像
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

モ
ン
ゴ
ル
の
今
を
伝
え
る
の
に
適

任
だ
と
考
え
、
協
力
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

特
別
展
は
一
〇
〇
年
の
時
空
を

超
え
た
邂か
い

逅こ
う

、つ
ま
り
「
出
逢
い
」

を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。
展
示

場
で
は
三
つ
の
出
逢
い
を
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
ひ

と
つ
は
「
過
去
と
現
在
と
の
出
逢

い
」。
二
〇
世
紀
の
一
〇
〇
年
を
見
つ
め
る

こ
と
で
モ
ン
ゴ
ル
の
近
代
化
と
都
市
化
の
実

態
が
可
視
化
さ
れ
ま
す
。
ふ
た
つ
目
は
「
都

市
世
界
と
の
出
逢
い
」。
一
般
的
に
モ
ン
ゴ
ル

と
い
う
と
、
遊
牧
民
や
大
草
原
、
モ
ン
ゴ
ル

相ず
も
う撲

と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
現
在
、
遊
牧
民
は
全
国
民
の
九

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
国

際
都
市
と
し
て
機
能
し
続
け
て
き
た
ウ
ル
ガ

と
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
の
姿
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
三
つ
目
は
「
他
者
と
自
己
の

ま
な
ざ
し
と
の
出
逢
い
」
で
す
。
一
〇
〇
年

前
と
現
代
で
は
撮
影
者
の
視
点
は
大
き
く

異
な
り
ま
す
。
前
者
は
来
訪
者
で
あ
る
探
検

家
、
後
者
は
モ
ン
ゴ
ル
人
自
身
の
ま
な
ざ
し

が
写
真
に
現
れ
ま
す
。
過
去
と
現
在
を
比

較
す
る
こ
と
で
自
己
表
象
と
他
者
表
象
と

の
違
い
も
浮
き
彫
り
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
特
別
展
を
と
お
し
て
、
従
来
の
イ

メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
新
た
な
モ
ン
ゴ
ル
の
姿

に
出
逢
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

（
聞
き
手
・
事
務
局
）

3月・4月のイベントスケジュール

●友の会講演会【要予約】
　3/5（土）諸昭喜（＊）
　4/2（土） 山極壽一、小長谷有紀（＊）
●みんぱくゼミナール【要予約】
　3/19（土）米谷泰作、佐藤廉也、池谷和信
　4/16（土）寺村裕史（＊）
●みんぱくウィークエンド・サロン
　3/13（日）吉岡乾、3/27（日）池谷和信、
　4/3（日）野林厚志、4/10（日）島村一平、
　4/17（日）南真木人、4/24（日）森明子
●みんぱく研究公演 【要予約】
　3/20（日）「絆̶人をつなぐ太鼓」（＊）
●みんぱく映画会【要予約】 
　3/21（月・祝）ヒップホップから見た現代モンゴル社
会̶映画『モンゴリアン・ブリング』から考える（＊）

　3/26（土）Ainu｜ひと（＊）
　4/30（土）焼畑から見た日本の文化
●その他の催し
　3/6（日）国際シンポジウム「学際研究とフォーラ
ム型情報ミュージアム」（★）【要予約】

【館外での開催】
■巡回展
4/29（金・祝）～6/26（日） 
巡回展「驚異と怪異̶世界の幻獣と霊獣たち」
会場：高知県立歴史民俗資料館
●催し
3/25（金）公開講演会「イメージの脈動にふれる」
会場：オーバルホール（大阪市）（＊）【要予約】

◆都合によりスケジュールを変更する場合があります。 
◆ 予約の必要な催し、すでに満席になっている催しがござ
います。また、会場とオンライン配信の併用（＊印）、も
しくはオンライン配信のみ（★印）で実施する催しもご
ざいます。
◆イベントの参加には必ず会員証をご持参ください。

■特別展
3/17（木）～5/31（火）
日本・モンゴル外交関係樹立50周年記念特別展
「邂逅する写真たち̶モンゴルの100年前と今」
■企画展
3/10（木）～6/7（火）
「焼畑̶佐々木高明の見た五木村、そして世界へ」

友の会講演会のご案内
事前申込先着順です。友の会ホームページ内の受付フォームをご利用ください。

会場とオンライン配信より、参加方法をお選びいただけます。
4月は特別展関連の講演会です。 
会場ならびに参加対象が異なります。
5月はオンライン配信がございません。

■4月
会場：みんぱくインテリジェントホール（講堂）（定員160名）
参加対象： 維持会員、正会員、家族会員、ミュージアム会員、キャンパスメンバーズ、

みんぱくフリーパス   
※会員以外の方も、会場での聴講はご参加いただけます（500円）。
■3月、5月　
会場：第5セミナー室（定員40名）
参加対象： 維持会員、正会員、家族会員、ミュージアム会員、キャンパスメンバーズ、
※メイン会場が満席の場合は、中継会場（第3セミナー室／定員17名）にご案内いたします。 
※会員以外の方も、会場での聴講はご参加いただけます（500円）。

https://www.senri-f.or.jp/522tomo/受付フォーム

第522回

講　師： 諸 昭喜（民博助教）
日　時： 3月5日（土）13：30～15:00（開場13:00）
参加方法：  ①第5セミナー室での参加 　　　　　　　　　　

②オンライン（ライブ配信）での参加

病の語りにさぐる
―産後風と韓国女性の生活

https://www.senri-f.or.jp/523tomo/受付フォーム

持続可能でよりよい世界を目指す国際指標 SDGs。17の目標の達成には環境問題
の解決が大きく影響します。自然・人文・社会科学の総合的な視点で環境問題をと
らえる総合地球環境学研究所（地球研）が設立されて約 20 年。地球規模の環境
問題は解決に向かっているのでしょうか。地球研の取り組みについてうかがいながら、
モンゴルを例に考えてみましょう。

講　師：   山極 壽一（総合地球環境学研究所所長）　　　　　　　　　　　　　
小長谷 有紀 （民博客員教授、日本学術振興会監事）

日　時： 4月2日（土）13：30～15:00（開場13:00） 
参加方法：  ①みんぱくインテリジェントホール（講堂）での参加              　

②オンライン（ライブ配信）での参加

モンゴルとSDGs
【特別展「邂逅する写真たち̶モンゴルの100年前と今」関連】

特別展関連の友の会講演会はみんぱくフリーパスをお持ちの方も無料です！第523回

https://www.senri-f.or.jp/524tomo/受付フォーム

国立民族学博物館第 2 代館長を務めた佐々木高明は、焼畑研究の第一人者、照
葉樹林文化論の提唱者のひとりとして知られています。生前の佐々木とゆかりの深い
話者 3名による対談をとおして、研究者という側面にとどまらない佐々木高明の素顔
に迫ります。

講　師：   ヨーゼフ・クライナー（ボン大学名誉教授）、宇野 文男（元福井大学教授）、
池谷 和信（民博教授）

日　時： 5月7日（土）13：30～15:00（開場13:00） 
参加方法：  第5セミナー室での参加 　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※5月はオンライン配信がございません。

第524回
【企画展「焼畑̶佐々木高明の見た五木村、そして世界へ」関連】

佐々木高明を語る
―研究とその人物像

国立民族学博物館ミュージアム・ショップ（水曜日定休）
e-mail shop@senri-f.or.jp
オンラインショップ「World Wide Bazaar」
https://www.senri-f.or.jp/shop/

お問い
合わせ

会員価格 2,404円（税込）
定価 2,530円（税込）

サイズ：縦225mm×横200mm
本文200ページ

特別展の展示資料より選り
すぐりの約230点を写真集
風にまとめました。表紙カ
バーは2種類。お好みのデ
ザインをお選びください。
島村一平 編
国立民族学博物館 発行

日本・モンゴル外交関係樹立50周年記念特別展

邂逅する写真たち̶モンゴルの100年前と今

図 録

小長谷 有紀山極 壽一

第523回友の会講演会

特別展関連 友の会講演会
地球規模の環境問題をモンゴルを例に考えます

 講師　山極 壽一（総合地球環境学研究所所長）　　　　　
　　　小長谷 有紀 （民博客員教授、日本学術振興会監事）
日時　4月2日（土）13：30～15:00（開場13:00） 
会場　みんぱくインテリジェントホール（講堂）             

・要事前申込、先着順（一般受付は3/1～）。
・参加方法は会場／オンラインよりお選びください。
・ 友の会会員 無料（会場もしくはオンライン参加）　 
一般 500円（会場参加のみ）

催しの詳細は5ページをご覧ください。

草原の若者たち　1909年／S. パルシ撮影／フィンランド文化遺産庁
民俗学画像コレクション  © The Finnish Heritage Agency

上：一生懸命に勉強する子どもたち　2017年
下：シャングリラ・モールにて　2021年
いずれもB. インジナーシ撮影 © Injinaash, Bor

第521回みんぱくゼミナール（5月21日開催）には　　
インジナーシ氏も登壇予定です！
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発行日 2022 年 3 月 1日
編集・発行　公益財団法人千里文化財団

「国立民族学博物館友の会」は「みんぱく（国立民族学博物館）」の活動を
支援し、博物館を楽しく、積極的に活用するためにつくられました。
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友
の
会
講
演
会 

実
施
報
告

本紙掲載の情報は、2022年2月22日時点で決定している内容です。新型コロナウイルス感染症の影響等により急遽予定を変更する可能性があります。

公益財団法人 千里文化財団

   友の会はいつでも、どなたでもご入会いただけます。  

実行委員長インタビュー 島村 一平 先生

新たなモンゴルの姿に
出逢ってほしい。

日本・モンゴル外交関係樹立50周年記念特別展「邂逅する写真たち̶モンゴルの100年前と今」

 
　

焼畑は人類の歴史とともに長い伝統を持ち、現在でも熱帯地域では欠かせ
ない生業基盤のひとつになっています 。東南アジアなどでは森林破壊の原
因のひとつとして見られ負のイメージが強い一方、今日の日本では自然に優し
い持続型農法として注目されています 。
本展では、佐々木高明が熊本県五木村で撮影した焼畑の写真や現地で使
用されてきた道具のほか、各地域の焼畑の特徴を紹介します。五木村を中心
に、世界各地の焼畑をとおして、人と自然との共生のあり方について考えます。

会期　

会場　

友の会機関誌『季刊民族学』177
号でも関連特集を組んでいます。
5月7日（土）の友の会講演会は本
企画展関連の話題です。

焼畑̶佐々木高明の見た五木村、そして世界へ

‒

展
示
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

お
よ
そ
一
〇
〇
年
前
、
欧
米
の
探
検
家
や

宣
教
師
た
ち
は
中
央
ア
ジ
ア
を
目
指
し
、
モ

ン
ゴ
ル
に
到
達
し
ま
し
た
。
彼
ら
は
当
時

の
様
子
を
多
く
の
写
真
に
の
こ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
特
別
展
で
は
、
一
〇
〇
年
前
と
現
代
の

モ
ン
ゴ
ル
の
姿
を
写
真
を
と
お
し
て
紹
介
し

ま
す
。
現
代
の
写
真
は
、
モ
ン
ゴ
ル
人
の
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
写
真
家
B
・イ
ン
ジ
ナ
ー

シ
氏
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

展
示
場
は
過
去
と
現
代
の
写
真
を
対た
い

峙じ

さ
せ
る
よ
う
な
構
成
に
し
て
い
ま
す
。
一
階
で

は
一
〇
〇
年
前
と
現
代
の
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
の

日
常
を
、
二
階
で
は
モ
ン
ゴ
ル
高
原
で
撮
影

さ
れ
た
探
検
家
ら
の
写
真
と
と
も
に
、
現
代

の
草
原
世
界
の
様
子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

モ
ン
ゴ
ル
国
の
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
は

一
〇
〇
年
前
、
ボ
グ
ド
・
ハ
ー
ン
（
活
仏
ジ
ェ

ブ
ツ
ン
ダ
ン
バ
・
ホ
ト
ク
ト
八
世
）
が
治
め
る

宗
教
都
市
に
し
て
政
治
、
外
商
の
拠
点
で
も

あ
り
ま
し
た
。
モ
ン
ゴ
ル
の
人
び
と
に
「
フ

レ
ー
（
寺
院
・
囲
い
）」
も
し
く
は
「
ウ
ル

グ
ー
（
宮
殿
）」
と
呼
び
習
わ
さ
れ
た
こ
の

都
市
を
、
欧
米
か
ら
の
来
訪
者
た
ち
は
「
ウ

ル
ガ
」
と
呼
び
ま
し
た
。
ウ
ル
ガ
の
中
心
部

に
は
、
黄
金
の
高
殿
を
頂
く
ゲ
ル
型
の
寺
院

宮
殿
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
宮
殿
を
囲
む
か

の
よ
う
に
僧
坊
や
市
場
が
建
ち
並
び
、
郊
外

に
は
漢
人
の
商
業
区
、
買マ
イ

売マ
イ

城チ
ェ
ンも

あ
り
ま
し

た
。
特
別
展
で
は
一
〇
〇
年
前
の
モ
ン
ゴ
ル
に

来
訪
し
た
ロ
シ
ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ア
メ

リ
カ
、
日
本
の
探
検
家
た
ち
の
写
真
を
展
示

し
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル
ベ
ー
ル
・
カ
ー
ン

美
術
館
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
当
時
の

宮
殿
の
貴
重
な
カ
ラ
ー
写
真
も
展
示
し
ま
す
。

一
方
、
現
代
の
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
は
、

高
層
ビ
ル
が
林
立
し
、
国
民
の
約
半
数
に

当
た
る
一
六
〇
万
人
が
居
住
す
る
大
都
市
へ

企 画 展

本
講
演
で
は
、
家
を
廻ま
わ

る
芸
能
の
多

種
多
様
な
姿
を
紹
介
し
、
そ
の
存
在
意

義
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
講
演
者
は
韓

国
の
「
農
楽
」
の
演
者
に
混
ざ
り
、
旧

正
月
の
祭
り
で
家
々
を
廻
っ
て
太
鼓
を

叩
き
、
村
人
の
福
を
願
う
行
事
に
参
加

し
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
も
と
に
、
韓

国
と
日
本
で
、
家
廻
り
の
芸
能
に
注
目

し
、
調
査
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
日
本

の
場
合
、
正
月
だ
け
で
な
く
、
盆
の
死

者
供
養
の
た
め
の
家
廻
り
や
、
地
域
祭

礼
の
際
の
獅し

子し

舞ま
い
や
山だ

車し

組
な
ど
に
よ

る
家
廻
り
を
、
現
在
も
各
地
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、韓
国
の
映
画「
王

の
男
」
で
も
有
名
に
な
っ
た
「
男ナ
ム
サ
ダ
ン

寺
堂
」

な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
日
本
に
も
瞽ご

女ぜ

や
萬ま
ん

歳ざ
い

な
ど
、
家
々
で
の
「
門か
ど

付づ

け
」

を
生
業
と
す
る
芸
能
者
が
多
様
に
存
在

し
ま
し
た
が
、
そ
の
多
く
は
戦
後
に
姿

を
消
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
な
か
、
伊い

勢せ

大だ
い
か
ぐ
ら

神
楽
は
現
在
も
、
年
間
を
通
じ
て
決

ま
っ
た
地
域
を
訪
れ
、
厄や
く

祓ば
ら

い
の
獅
子

舞
と
曲
芸
を
演
じ
て
家
々
の
清
め
祓
い

を
お
こ
な
い
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
は
、
こ
う
し
た
地
域
外
部
か

ら
の
専
業
者
に
よ
る
門
付
け
と
、
地
域

の
人
び
と
に
よ
る
家
廻
り
を
明
確
に
区

分
し
て
記
述
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

地
域
の
人
び
と
が
大
神
楽
か
ら
笛
や
舞

を
習
っ
た
り
、
仕
事
の
手
伝
い
を
す
る

な
ど
、
両
者
間
に
は
強
い
つ
な
が
り
を

見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
大
神
楽

の
廃
業
後
に
、
地
域
の
青
年
団
が
獅
子

舞
で
家
廻
り
を
お
こ
な
う
よ
う
に
な
っ

た
地
域
も
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
本
講
演
で
は
、
家
を
廻
る
行
事
に

つ
い
て
、
生
業
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
の
区
別
を
越
え
て
、
包
括
的
・
体
系

的
に
と
ら
え
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

点
に
つ
い
て
主
張
し
ま
し
た
。

■
第
5
2
0
回
■
2
0
2
2
年
1
月
8
日（
土
）
　

家
を
廻
る
芸
能
の
い
ま

―
伊
勢
大
神
楽
の
活
動
を
中
心
に

　神
野 

知
恵
（
人
文
知
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
、
民
博
特
任
助
教
）

伊勢大神楽山本源太夫社中の回檀の様子
（滋賀県、2021年2月）

こ
れ
ま
で
イ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
一
枚
布

を
巧
み
に
変
形
さ
せ
て
、
多
様
に
ま
と
う

着
衣
文
化
が
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
布

は
、
衣
装
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
人
生

儀
礼
に
お
け
る
贈
与
や
、
神
が
み
へ
の
奉

納
、
社
会
運
動
で
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
っ
た
多

様
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
本
講
演
は

企
画
展
関
連
と
し
て
、
企
画
展
の
概
要
と

展
示
資
料
で
も
あ
る
女
神
儀
礼
用
染
色
布

に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

女
神
儀
礼
用
染
色
布
は
、
イ
ン
ド
西
部

グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
で
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
女
神

を
崇
拝
す
る
一
部
の
下
層
カ
ー
ス
ト
の
人
び

と
の
間
で
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
多

く
は
か
つ
て
不
可
触
民
と
み
な
さ
れ
、
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
寺
院
に
立
ち
入
る
こ
と
が
許
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
は

居
住
区
域
に
自
ら
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
女
神
の
祠

を
建
て
、
女
神
儀
礼
を
執
行
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
際
、
女
神
儀
礼
用
染
色
布
は
数

枚
を
組
み
合
わ
せ
て
間
仕
切
り
布
や
天
蓋

と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
儀
礼
に

お
い
て
神
と
人
を
つ
な
ぐ
場
所
と
し
て
聖

な
る
空
間
を
つ
く
り
だ
す
役
割
を
担
っ
て

い
る
の
で
す
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
は
イ
コ
ン
画

と
し
て
の
機
能
も
持
ち
、
人
び
と
は
女
神

の
力
に
あ
や
か
ろ
う
と
、
染
色
布
の
図
像

を
入
念
に
見
比
べ
て
選
び
抜
い
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
布
は
時
と
場
所
、
使
途
に

応
じ
て
、
あ
る
い
は
宗
教
的
規
範
や
社
会

的
慣
習
に
よ
っ
て
、
用
い
ら
れ
る
か
た
ち

や
色
、
文
様
が
異
な
り
、
そ
の
扱
わ
れ
方

も
場
面
ご
と
に
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
人
び
と
は
場
面
に
応
じ
て
多
種
多
様

な
布
の
な
か
か
ら
目
的
や
機
能
に
適
し
た

も
の
を
選
び
、
使
い
分
け
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
よ
う
な
人
び
と
と
布
の
多
様
な
関
係

性
は
、
多
宗
教
、
カ
ー
ス
ト
制
度
、
数
百

を
超
え
る
言
語
と
い
っ
た
イ
ン
ド
社
会
の

特
質
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

鶏の上に乗ったヒンドゥー女神の染色をおこなう職人の娘
（インド、グジャラート州、アフマダーバード、2010年）

■
第
5
1
9
回
■
2
0
2
1
年
12
月
４
日（
土
）

【
企
画
展「
躍
動
す
る
イ
ン
ド
世
界
の
布
」関
連
】

着
る
だ
け
で
は
な
い
布

―
役
割
や
機
能
に
注
目
し
て

　上
羽 

陽
子（
民
博
准
教
授
）


